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研究の要旨 

本研究に至った筆者の問題意識の発端は、筆者の所属校の生徒の中に、自分自身が知覚し

た経験を伴わない、一般化された情報から思考したり、判断したり、表現したりすることに

偏重する者が多いことの実感からであった。それは、Hunt が述べた学習への内発的動機付

けをする際の、「知覚と環境の相互作用」と「情報処理と行為」が、並列な関係として存在

するという主張とは相反した状況だったと言えよう。そして、この二つの視座の内、「情報

処理と行為」に偏ることにより、自分自身が感じ取った価値よりも、自分以外の誰かが価値

づけた「一般化された情報」のみを求めることにつながる可能性が危惧される。また、上記

のような状況が生まれる背景として、社会生活を送る上で自分自身が知覚したことを表出

しにくい生活環境であったことも、懸念されるもう一つの問題である。以上の状況下では、

日常から感じ取ったことを基にして、主体的に新しい価値に向かう態度で生活を送ること

は困難である可能性が高い。そして、生徒一人ひとりが、感受したことを基に新しい価値に

向かう態度を岡田猛は「創造性」という言葉を用いて論じている。 

以上のことを踏まえ、本研究において二つの課題を追究することとした。まず「課題➀」

は、「知覚と環境の相互作用」と「情報処理と行為」の視座からの造形行為を行うようにな

る学習プログラムの開発と検討である。もう一つの、「課題②」は、「課題①」で開発したプ

ログラムによって、生徒が新しい価値に向かう態度が高まっているかを測る尺度の開発と

その検証である。 

研究の方法として、「課題➀」では、中学生を対象とした感覚知覚による色彩の感受が鑑

賞活動や表現活動に与える影響の調査(第 2 章から第 5 章)を行い、「課題②」では、色彩の感

受と新しい価値に向かう態度との関係に与える影響の調査(第 6、7 章)行った。 

そして、序章において、本研究の課題を達成するために必要となる方法として、色彩の感

受と創造性の育成を挙げた。そのため、第 1 章では、色彩の感受と創造性に関する先行研究

から、本研究の位置づけを行った。 

第 2 章では、絵画鑑賞での感想を主に名詞の羅列で述べるなど、一般化された情報を読み

取る傾向がある生徒に、「知覚と環境の相互作用」を促す色彩からの感受に重きを置いた学

色彩感情効果学習を行い、絵画作品の主題に関する記述の語句の種類と数を集計した。その

結果、色彩の感受を繰り返す学習活動は、「知覚と環境の相互作用」と「情報処理と行為」

の二つの視座から、絵画鑑賞をするようになる効果があることが分かった。 

第 3 章では、表現活動においても、色彩の感受に重きを置いた学習プログラムを同じ生徒

に実施する。第 2 章の結果を受け、色彩の感受が絵画作品の鑑賞活動と同様、「知覚と環境
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の相互作用」と「情報処理と行為」の視座から表現するようになるのかを検証するためであ

る。学習プログラム実施に対する調査では、色彩感情効果を経験した生徒と未経験の生徒と

が自画像を制作する際に、自分の外見とは異なっていても想像したことを表すことと、自分

の外見を再現することのどちらを重視するかを集計した。その結果、色彩の感受による学習

によって、「知覚と環境の相互作用」と「情報処理と行為」の両方を基にした表現主題に向

かい、かつ、その態度が持続する効果があることが分かった。 

第 2 章と第 3 章での学習プログラムは、色彩の感受することに特化したものである。その

ため、「知覚と環境の相互作用」だけでなく、色彩についての知識を習得する「情報処理と

行為」に基づく学習が造形行為に与える影響について検討するために、第 4 章では、色彩感

情効果学習と、色彩に関する知識を習得する学習(以下、カラーシステム学習と表記)を並行

した学習プログラムを実施した。学習プログラムの構成の違いにより調査は、二つに分けた。

一つ目の調査（以下、調査 a と表記）は、生徒が色彩感情効果学習もしくはカラーシステム

学習だけを経験する。調査 a の結果から、色彩感情効果学習のメリットは、表現主題から多

くのことを想像し、多様な表現に向かう姿勢を強める効果があることで、デメリットは、自

分の感覚とはそぐわない色は使わないままになることであった。そして、カラーシステム学

習のメリットは、知識を活用して多くの色数を用いて表現する効果があることで、デメリッ

トは、想像することからの作品の表現主題が弱くなることであった。 

もう一つの調査（以下、調査 b と表記）では、二つの学習をどちらも経験するため、二つ

の学習の経験順も重視した。一つ目は、調査対象の生徒について、色彩の感受から経験する

ことは、知識の習得を先に経験するよりも、「知覚と環境の相互作用」を行い、多くのこと

を想像し、「情報処理と行為」を行って様々な色や技法を用いて表現に向かう姿勢を高める

効果があることだった。二つ目は、調査対象の生徒について、二つの学習プログラムを経験

すると、それぞれの学習プログラムのデメリットを補うことができることである。 

第 5 章では、視覚以外の知覚を併せた色彩の感受が造形行為に与える影響と、繰り返し色

彩の感受を経験することが与える影響についても明らかにすることを目指す。そのため、視

覚のみの学習プログラムと、視覚以外の感覚を相互作用させて色彩の感受する学習プログ

ラムを実施し、生徒の制作状況を調査した。その結果、相互作用させるために視覚以外の感

覚を加えた学習プログラムでは、加えた感覚、つまり触覚、聴覚、嗅覚に応じて想像する内

容が多様に変化するようになり、言葉ではなく、色使いや描画方法など、使用する造形技法

も増やそうとする姿勢を高める効果があることが分かった。 

第 6 章では、個人にとっての新しい価値に向かう「mini-c」が培われているのかを検証す

るため、個人にとっての新しい価値に向かう態度が高まっているのかを測る尺度を作成し、

地域が異なる複数の中学校でのアンケートを実施した。そして、アンケート調査結果とカリ

キュラムの関係を検討し、作成した尺度の妥当性を検証を行った。その結果、創造的態度尺

度には、妥当性があり、カリキュラムの検討を行うための尺度として活用できることが分か

った。 
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第 7 章「色彩の感覚知覚による表現と新しい価値に向かう姿勢の関係についての調査」で

は、制作前、途中、後に、創造的態度尺度に基づいた授業アンケートを実施し、生徒の作品

の制作状況について調査を行った。創造的態度尺度と作品の制作状況との結果から、色彩を

扱う学習活動が新しい価値に向かう態度に影響を与えることを調査した。一つ目は、調査対

象の生徒について、創造的態度尺度の結果から、色彩の感受に重きを置く学習プログラムを

繰り返し経験すれば、「知覚と環境の相互作用」と「情報処理と行為」が両方を意識して表

現されるとともに、新しい価値に向かう態度も強まるようになる傾向が見られることが分

かった。二つ目は、調査対象の生徒について、自分にとっての美しさを求めることで、新し

い価値に向かう態度を自身で育てやすくなることが分かった。 

以上の調査を踏まえて、調査対象の生徒について、色彩の感受が新しい価値に向かう態度

に与える影響ついて、以下の 2 点の効果があることを確認することができた。 

➀「知覚と環境の相互作用」と「情報処理と行為」の両方の視座を持って表現活動、鑑

賞活動に向かうように育むための一つの方法として、色彩の感受が有効である 

②色彩に関する本学習プログラムの経験し、かつ、自分にとっての美しさを求める生徒

ならば、新しい価値へ向かう態度を強める効果がある 

そして、それぞれ、課題①と課題②に呼応する、本研究での達成した結論である。 
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